
一
万
八
、
粕
絹
順
一
い
Ｊ
Ｊ
Ｊ
に
Ｅ
作
Ｅ
Ｅ
に
い
Ｅ
Ｅ

ｔ
’
俯
屈
ド
ｙ
七
｝
’
．
学
生
指
導
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

　
４
月
Ｈ
日
。
岡
山
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
公
設
国
際
貢
献
大
学

校
運
営
機
構
の
的
野
秀
利
理
事
長

と
学
校
法
人
高
梁
学
園
の
加
計
美

也
子
理
事
長
に
よ
り
、
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ

れ
た
。
回
的
は
４
月
に
開
設
し
た

吉
備
国
際
大
大
学
院
国
際
協
力
研

究
科
の
運
営
と
展
開
で
あ
る
。
立

会
人
と
し
て
石
井
正
弘
知
事
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
私

が
参
加
し
た
。

　
同
研
究
科
は
三
つ
の
特
徴
が
あ

る
。
一
つ
は
県
で
初
め
て
国
際
協

力
を
専
攻
す
る
大
学
院
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
情
報
技

術
（
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
通
信
制

大
学
院
で
あ
る
こ
と
。
端
的
に
言

え
ば
、
世
界
の
国
際
協
力
の
現
場

で
活
動
し
な
が
ら
学
位
取
得
が
可

能
に
な
る
。
最
後
の
特
徴
は
学
科

長
、
阿
曾
村
邦
昭
氏
の
経
歴
で
あ

る
。
ペ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
と
し
て
の

官
の
立
場
と
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
「
日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
上

期
待
さ
れ
る
。

　
加
え
て
、
高
梁
学
園
は
保

健
科
学
部
や
社
会
福
祉
学
部

な
ど
、
国
内
に
お
い
て
他
人

の
支
援
を
必
要
と
す
る
弱
者

に
関
す
る
人
材
育
成
の
実
績

が
あ
る
。
・
国
際
貢
献
大
学
校

は
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救

援
事
業
等
の
実
績
が
あ
る
。

核
融
合
に
匹
敵
す
る
相
乗
効

果
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
石
井
知

事
に
よ
る
国
際
貢
献
活
動
推

進
条
例
が
両
者
の
連
携
協
力

協
定
の
推
進
根
拠
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
「
岡
山

か
ら
世
界
へ
」
、
そ
し
て
「
世

界
が
必
要
と
す
る
岡
山
」
の

活
動
に
関
す
る
正
統
性
の
象

徴
で
あ
る
。
日
本
が
法
治
国

家
で
あ
る
こ
と
は
更
に
そ
の

国際貢献大学校と高梁学園の連携協力

正
統
性
を
裏
づ
け
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
組
織
）
と
Ｇ
Ｏ
（
政
府
）
の

決
定
的
な
違
い
は
「
法
の
制
定
」

が
出
来
る
か
否
か
で
あ
る
。
法
こ

そ
真
の
持
続
力
で
あ
る
こ
と
も
付

記
し
て
お
き
た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
同

研
究
科
を
全
面
的
に
支
援
し
た

い
。
特
に
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ

　
　
Ａ
は
１
月
、
国
連
経
済
社
会

　
理
事
会
総
合
諮
問
資
格
が
内

　
定
し
た
。
国
際
社
会
で
は
Ｉ

　
３
７
番
目
で
あ
る
。
日
本
で

　
は
４
番
目
で
あ
る
。
国
連
教

ゝ
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

　
コ
）
、
国
連
児
童
基
金
（
ユ

　
ニ
セ
フ
）
、
国
連
難
民
高
等

　
弁
務
官
事
務
所
な
ど
に
関
連

　
し
た
委
員
会
で
、
政
策
提
言

　
で
き
る
資
格
で
あ
呑
。
・

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
世
界
2
9
力

国
の
支
部
や
3
0
余
り
の
姉
妹

　
団
体
な
ど
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
が
あ
る
。
そ
れ
は
口
１

　
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
の
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
口
１
カ

　
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
は
「
現

　
他
の
問
題
を
一
番
よ
く
知
っ

　
て
い
る
人
が
一
番
良
い
答
え

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
口
１
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

に
基
づ
い
た
政
策
提
言
が
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
国
連
外
交
の
基
本
と
な
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

事
務
所
機
能
を
設
置
し
た
理
由
で

あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
設

屋
で
協
力
い
た
だ
い
た
中
国
銀
行

に
は
、
‘
改
め
て
好
意
に
感
謝
し
た

い
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
既
に
大
阪
大
大
学

院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
や
岡
山

犬
と
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
国
連
外
交
を
共
に
展
開
で
き

る
日
が
夢
で
あ
る
。

　
国
際
貢
献
大
学
校
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
人
材
育
成
を
担
う
ア

ム
ダ
国
際
福
祉
事
業
団
が
実
質
的

に
運
営
し
て
い
る
。
高
梁
学
園
と

の
連
携
協
力
が
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

通
信
制
大
学
院
で
あ
る
こ
と
は
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も

大
き
な
意
味
が
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

グ
ル
ー
ー
‘
プ
は
海
外
の
支
部
や
姉
妹

団
体
に
加
え
、
３
０
０
０
人
の
ロ

ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
い

る
。
優
秀
で
新
進
の
気
性
に
富
ん

だ
多
く
の
人
材
が
い
る
。
彼
ら
に

希
望
と
夢
を
与
え
る
機
会
に
も
な

る
。

　
末
筆
な
が
ら
同
研
究
科
の
成
功

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
た

/
^
O

し

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）

　
＝
題
字
は
筆
者
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